






































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 全 業 務 特 記 仕 様 書  

 

（汚水処理施設維持管理業務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５～２０２８年 度  

 

独立行政法人国立青少年教育振興機構

【別冊２】



１章 総則 

   1. 1 業務概要 

    ａ．業 務 名 

            国立那須甲子青少年自然の家合併し尿処理浄化槽保守管理業務  

        ｂ．業務場所 

      福島県西白河郡西郷村大字真船字村火６－１ 国立那須甲子青少年自然の家本館  

福島県西白河郡西郷村大字真船字村火５－７国立那須甲子青少年自然の家キャンプ場 

    ｃ．業務期間 

      令和７年１０月１日から令和１０年９月３０日まで         

      ただし、キャンプ場については、毎年６月１日から１０月３１日とする。 

        ｄ．契約形態：総価契約 

    ｅ．本業務は、汚水処理施設の維持管理等を適正に行うことにより、施設利用者

が安全で快適に研修できる環境を提供することを目的とする。 

ｆ．この保全業務（以下「業務」という。）の受注者は、独立行政法人国立青少

年教育振興機構会計規程、契約事務取扱規則を遵守、文部科学省が定めた発注

工事請負等契約規則を準用し、この特記仕様書、建築保全業務共通仕様書 令

和５年版、文教施設保全業務標準仕様書（令和５年版）（以下「標準仕様書」

という。）に基づき次の業務を実施する。 

       ｇ．業務施設名称と概要 

 業務要領のとおり 

      ｈ．その他 

     （１）業務は本仕様書によるほか，担当職員の指示に基づき実施すること。 

     （２）業務中において、受注者の責めに帰すべき事由により、建物又は物品等

に損害を与えた場合は、直ちに担当職員に報告し、その指示により請負

者の負担において原状に復すること。 

 

   1. 2 業務責任者 

  浄化槽技術管理者の資格を有する者                    

     

   1．3 受注業者に必要な資格等 

   浄化槽保守点検業において当該業務地域の自治体の登録を受けていること  

   浄化槽技術管理者の資格を持っているものを雇用していること     

 

1. 4 業務関係者に関する責任 

受注者は、業務の履行に用いた業務関係者による業務上の行為について一切の

責任を負う。 



 

  1．5 業務の引き継ぎ 

     受注者は、各業務についての引継を前回業者と打合せのうえ行い、引継完了後

完了報告書（様式任意）を書面で発注者に報告すること。また、契約の終了が確定

したときは、次回受注者と打合せのうえ、引継を行うこと。 

 

1．6 その他                                 

     本仕様書について定めのない事項について、これを定める場合は、発注者・受

    注者と協議のうえ、定めるものとする。 



 

業務要領 

 

 

   国立那須甲子青少年自然の家に設置してある合併し尿処理浄化槽の保守管理業務について、   

昭和５９年３月３０日号外厚生省令第十七号 厚生省関係浄化槽法施行規則（以下「規則」と  

いう）第２条及び第３条の基準に適合するよう保守管理すること。 

  

 １ 設備の内容 

  （１）本館 

     萱場工業（株）製 

     ６６０人槽 水量２１０㎥／日 

    （内訳） 長時間ばっ気方式（活性汚泥方式） 水量  ９２㎥／日 

         接触ばっ気方式          水量 １１８㎥／日 

  （２）キャンプ場 

     藤吉工業（株）製 

     ２００人槽 水量２０㎥／日 

     長時間ばっ気方式（活性汚泥方式） 

 

 ２ 業務の内容 

  （１）保守管理は，技術管理者（規則第８条）が行うこと。 

  （２）保守の範囲は，週に１回の定期点検，清掃及び軽微な修理（部品費を含む）並び 

    に薬品の投入を次の事項に基づき行うこと。ただし，余剰汚泥の抜き取りについては 

    必要な都度発注者に報告をし，発注者において抜き取りを実施するものとする。 

     １）砂溜及びスクリーンの砂泥雑物の除去作業 

     ２）破砕機（キャンプ場のみ） 

       ア 運転作業状況の点検調整及び清掃 

       イ グリースの充填 

     ３）ばっ気槽及び接触ばっ気槽 

       ア 送風機の運転状況・風圧の点検・オイルグリースの交換充填 

       イ エアレーターの作業状況・点検整備 

       ウ 還流状況の確認修正 

       エ 泡消ノズルの散水状況の点検修正 

       オ 電流計の点検 

       カ ３０分ＳＶ値の測定 

       キ 活性汚泥の性状・色・臭気の点検調整 

       ク 水温・ＰＨその他必要な測定 

       ケ 槽・内外の清掃 

       コ 接触材の状態 

     ４）沈殿池 

       ア 沈殿状況の点検 

       イ スカムの発生状況の点検及び除去 

       ウ スカム吸引装置の点検 

       エ エアリフトポンプの点検 

       オ 返送汚泥量の調整 

     ５）ポンプ井 



       ア ポンプの点検修正 

       イ 電流計のチェック 

     ６）消毒室 

       ア 透視度の測定 

       イ 滅菌器の点検 

     ７）ポンプ槽 

       ア ポンプの点検修正 

       イ 電流計のチェック 

       ウ レベルスイッチ及びフロートスイッチの点検 

  （３）定期点検等を行なった場合は，速やかに報告書（別紙 1-1~1-3）を作成のうえ提出し， 

発注者の確認を受けること。確認の結果，異常が発見されたときは，速やかに復旧に努 

めること。 

  （４）既設分は１ヶ月に１回，新設分は１年に１回公共機関による放流水の検査を受け， 

    ＢＯＤその他の結果を報告すること。ただし，キャンプ場は上記の期間内に２回実施 

    して，本館同様にその検査結果を報告するものとする。 

  （５）発注者は，し尿処理浄化槽施設に異常を感知した時は，請負者に対して早急にその 

    状況を通知し，請負者は速やかに，これに対処しなければならないものとする。 

  （６）請負者は，し尿処理浄化槽施設の改善すべきことを発見した時は，発注者に対して 

    早急にその旨を報告しなければならないものとする。 

 

 ３ 消耗品等の負担 

  保守管理に必要な薬品及び修理用部品は，受注者の負担とする。 



次長 主幹 管理係長

施　　設　　名 担当者
天　候 気　温

処理対象人員 400人 実使用人員

 （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　　　　mg/ℓ）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 （　　 　　 　　　　　　℃）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　mg/ℓ）（　　　　）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　　　　mg/ℓ）
（　　　　　　　　 mg/ℓ）　 （　　　　　　　　　mg/ℓ）

     （　　　　　　　　　　　　）　
結果 結果

その他

備　　考
調整ポンプNo.1 A
調整ポンプNo.2 A
調整ブロワ― A

業者名

保守点検日時 　20　　年　　月　　日　　AM・PM　　　：　　　
前回の保守点検年月日 　20　　年　　月　　日　前回の水道メーター（　　　　　　㎥）
メーカー及び型式 　萱場工業製　118㎥/日 　　　　　人

合併処理浄化槽保守点検業務日誌
係員

　国立那須甲子青少年自然の家　本館 住所 西郷村真船字村火6-1

人放流先 　側溝　　　　河川　　　　湖沼　　　　海域　　　　地下浸透　　　　その他（　　　　　　　　）
処理方式 　接触ばっ気方式　　　　　長時間ばっ気方式　　　　回転板接触方式　　　　その他（　　　　　　　　）

水
質
項
目

放流水の残留塩素濃度　　　　　
好気性生物反応槽内　　水温　 　
好気性生物反応槽内のNox-N濃度　
処理水のNH4-N濃度（窒素除去型）
処理水のNHx-N濃度（窒素除去型）　
その他

点検項目又は管理作業状況 点検項目又は管理作業状況

使用
の

状況

今回水道メーター（　　　　㎥）・平均流入水量（　　　㎥/日）

好
気
性
生
物
反
応
槽

共通

ばっ気撹拌・旋回流の状況
流入水量の状況 槽内空気配管及び散気管の状況
油脂類の流入状況（少量・多量） 泡の発生状況（多い・やや多い）
強酸、強アルカリ性物質の流入状況 微小後生動物の増殖状況
飲み薬の流入状況

接触
長時
間

ばっ気

接触材の状況（逆洗の実施・未実施）
異物等流入状況（　　流入有） 剥離汚泥の状況

上部周辺等の状況、建築物、がけ等の荷重状況 担体の流動状況

管渠
（配
管）

升・蓋

管渠の配管状況（未接合・誤接合）
生物
ろ過

担体（変形・摩耗）及び担体の充填状況
管渠の破損及び点検口蓋の密閉状況 ろ過装置流入部の水位状況
流入管渠からの雨水・地下水・土砂の流入状況 逆洗装置の作動状況

上部
・

本体

点検口蓋の密閉状況（破損・亀裂、雨水・土砂の流入） 生物膜の状況
コンクリートスクラブの状況（亀裂・破損） 活性汚泥の状況
浄化槽本体の設置状況（変形・破損・漏水・浮上・沈下） 逆洗装置の作動状況
浄化槽本体の水平の保持状況 担体

流動
担体（変形・摩耗）及び担体の充填状況

流入管渠の汚水の流れ方の状況（勾配不良・付着物）
回転板

生物膜の生成状況
放流管渠の放流水の流れ方の状況（勾配不良・逆流） 回転板の回転状況

ブロ
ア

空気

ブロアの作動状況　　（No.1    A  ・ No.2     A） 逆洗
装置

逆洗排水の性状
制御・安全機器の作動状況

越流せき（バッフル）の水平・固定状況
循環
装置

循環装置の作動・調整状況 汚泥移送装置の作動状況
循環水量　調整前（　　ℓ/分）調整後（　　ℓ/分）バルブ開度（　　％） 電磁弁の設定（　　　　　　分/回・　　　　　　　回/日）

逆洗装置の設定（　　　　分/回・　　　　回/　　　　日）
空気配管（埋設管）の状況（閉塞・破損・誤配管）

流量
調整
装置

流量調整瀬尾内の作動・調整状況
沈殿
槽

処理
水槽

スカムの生成状況（　　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　　㎝）
流量調整部の水位の状況（定水位・中水位・高水位） 移流部の閉塞の有無
移送水量　調整前（　　ℓ/分）調整後（　　ℓ/分）バルブ開度（　　％）

破砕機 運転状況　運転電流（　　　Ａ） スカムの生成及び汚泥の蓄積状況

第1室

短路水流の形成状況
源流
放流
ポン
プ

スカム・汚泥の状況　臭気の状況
内部装備の変形又は破損状況 脱離液の性状
隔壁（仕切板）の状況（短路漏水） 自動制御機器の作動状況

各単
位

装置
共通

衛生害虫（カ・ハエ等）の発生状況
消毒
実施
状況

スカムの生成及び汚泥の蓄積状況
臭気の発生状況（微発生・臭気確認・異常臭気） 消毒剤の状況（膨湿潤・閉塞等）
槽内水のオーバーフロー 消毒剤と処理水の接触・調整状況
水位上昇の痕跡状況 消毒剤の残留量（　　　　％）・消毒剤の補充量（　　　g）

結
果

0.正常です。　　1.各種の調整又は処置を実施いたしました。　　2.異常個所の交換、改善を致しました。
3.要観察、次回点検日まで様子を見ます。　　　4.異常個所の交換、改善が必要です。

一次処理装置第1室流出水の透視度   　　　   
一次処理装置流出水の透視度
好気性生物反応層の透視度
処理水の透視度　
好気性生物反応槽内　溶存酸素量（Do）　
処理水の水素イオン濃度指数　　ｐＨ  

スカムの生成状況（　　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　　㎝）
清掃
実施
状況

清掃の必要性（至急　定期清掃）
移流口等の状況（閉塞） 清掃の実施予定（20　　年　　月）・通知（20　　年　　月　　日）

第2室
スカムの生成状況（　　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　　㎝） 前回の清掃年月日（　　　年　　月　　日）
移流口等の状況（閉塞） 備考

一
次
処
理
装
置

スクリーン
沈殿物・閉塞・目詰まりの状況 ポンプの作動状況　運転電流（No.1    A  ・ No.2     A）
荒目・細目・微細目　運転電流（　　　Ａ） 配管及び配線（漏電等）の状況



次長 主幹 管理係長

施　　設　　名 担当者
天　候 気　温

処理対象人員 400人 実使用人員

 （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　　　　mg/ℓ）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 （　　 　　 　　　　　　℃）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　mg/ℓ）（　　　　）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　　　　mg/ℓ）
（　　　　　　　　 mg/ℓ）　 （　　　　　　　　　mg/ℓ）

     （　　　　　　　　　　　　）　
結果 結果

その他

備　　考

業者名

保守点検日時 　20　　年　　月　　日　　AM・PM　　　：　　　
前回の保守点検年月日 　20　　年　　月　　日　前回の水道メーター（　　　　　　㎥）
メーカー及び型式 　萱場工業製　92㎥/日 　　　　　人

合併処理浄化槽保守点検業務日誌
係員

　国立那須甲子青少年自然の家　本館 住所 西郷村真船字村火6-1

人放流先 　側溝　　　　河川　　　　湖沼　　　　海域　　　　地下浸透　　　　その他（　　　　　　　　）
処理方式 　接触ばっ気方式　　　　　長時間ばっ気方式　　　　回転板接触方式　　　　その他（　　　　　　　　）

水
質
項
目

放流水の残留塩素濃度　　　　　
好気性生物反応槽内　　水温　 　
好気性生物反応槽内のNox-N濃度　
処理水のNH4-N濃度（窒素除去型）
処理水のNHx-N濃度（窒素除去型）　
その他

点検項目又は管理作業状況 点検項目又は管理作業状況

使用
の

状況

今回水道メーター（　　　　㎥）・平均流入水量（　　　㎥/日）

好
気
性
生
物
反
応
槽

共通

ばっ気撹拌・旋回流の状況
流入水量の状況 槽内空気配管及び散気管の状況
油脂類の流入状況（少量・多量） 泡の発生状況（多い・やや多い）
強酸、強アルカリ性物質の流入状況 微小後生動物の増殖状況
飲み薬の流入状況

接触
長時
間

ばっ気

接触材の状況（逆洗の実施・未実施）
異物等流入状況（　　流入有） 剥離汚泥の状況

上部周辺等の状況、建築物、がけ等の荷重状況 担体の流動状況

管渠
（配
管）

升・蓋

管渠の配管状況（未接合・誤接合）
生物
ろ過

担体（変形・摩耗）及び担体の充填状況
管渠の破損及び点検口蓋の密閉状況 ろ過装置流入部の水位状況
流入管渠からの雨水・地下水・土砂の流入状況 逆洗装置の作動状況

上部
・

本体

点検口蓋の密閉状況（破損・亀裂、雨水・土砂の流入） 生物膜の状況
コンクリートスクラブの状況（亀裂・破損） 活性汚泥の状況
浄化槽本体の設置状況（変形・破損・漏水・浮上・沈下） 逆洗装置の作動状況
浄化槽本体の水平の保持状況 担体

流動
担体（変形・摩耗）及び担体の充填状況

流入管渠の汚水の流れ方の状況（勾配不良・付着物）
回転板

生物膜の生成状況
放流管渠の放流水の流れ方の状況（勾配不良・逆流） 回転板の回転状況

ブロ
ア

空気

ブロアの作動状況　　（No.1    A  ・ No.2     A） 逆洗
装置

逆洗排水の性状
制御・安全機器の作動状況

越流せき（バッフル）の水平・固定状況
循環
装置

循環装置の作動・調整状況 汚泥移送装置の作動状況
循環水量　調整前（　　ℓ/分）調整後（　　ℓ/分）バルブ開度（　　％） 電磁弁の設定（　　　　　　分/回・　　　　　　　回/日）

逆洗装置の設定（　　　　分/回・　　　　回/　　　　日）
空気配管（埋設管）の状況（閉塞・破損・誤配管）

流量
調整
装置

流量調整瀬尾内の作動・調整状況
沈殿
槽

処理
水槽

スカムの生成状況（　　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　　㎝）
流量調整部の水位の状況（定水位・中水位・高水位） 移流部の閉塞の有無
移送水量　調整前（　　ℓ/分）調整後（　　ℓ/分）バルブ開度（　　％）

破砕機 運転状況　運転電流（　　　Ａ） スカムの生成及び汚泥の蓄積状況

第1室

短路水流の形成状況
源流
放流
ポン
プ

スカム・汚泥の状況　臭気の状況
内部装備の変形又は破損状況 脱離液の性状
隔壁（仕切板）の状況（短路漏水） 自動制御機器の作動状況

各単
位

装置
共通

衛生害虫（カ・ハエ等）の発生状況
消毒
実施
状況

スカムの生成及び汚泥の蓄積状況
臭気の発生状況（微発生・臭気確認・異常臭気） 消毒剤の状況（膨湿潤・閉塞等）
槽内水のオーバーフロー 消毒剤と処理水の接触・調整状況
水位上昇の痕跡状況 消毒剤の残留量（　　　　％）・消毒剤の補充量（　　　g）

結
果

0.正常です。　　1.各種の調整又は処置を実施いたしました。　　2.異常個所の交換、改善を致しました。
3.要観察、次回点検日まで様子を見ます。　　　4.異常個所の交換、改善が必要です。

一次処理装置第1室流出水の透視度   　　　   
一次処理装置流出水の透視度
好気性生物反応層の透視度
処理水の透視度　
好気性生物反応槽内　溶存酸素量（Do）　
処理水の水素イオン濃度指数　　ｐＨ  

スカムの生成状況（　　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　　㎝）
清掃
実施
状況

清掃の必要性（至急　定期清掃）
移流口等の状況（閉塞） 清掃の実施予定（20　　年　　月）・通知（20　　年　　月　　日）

第2室
スカムの生成状況（　　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　　㎝） 前回の清掃年月日（　　　年　　月　　日）
移流口等の状況（閉塞） 備考

一
次
処
理
装
置

スクリーン
沈殿物・閉塞・目詰まりの状況 ポンプの作動状況　運転電流（No.1    A  ・ No.2     A）
荒目・細目・微細目　運転電流（　　　Ａ） 配管及び配線（漏電等）の状況
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処理対象人員 20人 実使用人員

一次処理装置第1室流出水の透視度   　　　    （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　　　　mg/ℓ）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 （　　 　　 　　　　　　℃）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　mg/ℓ）（　　　　）
 （　　　　　　　 　　　㎝）　 　（　　　　　　　　　mg/ℓ）
（　　　　　　　　 mg/ℓ）　 （　　　　　　　　　mg/ℓ）

処理水の水素イオン濃度指数　　ｐＨ       （　　　　　　　　　　　　）　
結果 結果

その他

備　　考

業者名

処理水のNHx-N濃度（窒素除去型）　

住所

点検項目又は管理作業状況

係員

　　　　　人

点検項目又は管理作業状況

合併処理浄化槽保守点検業務日誌

その他

放流水の残留塩素濃度　　　　　
好気性生物反応槽内　　水温　 　
好気性生物反応槽内のNox-N濃度　
処理水のNH4-N濃度（窒素除去型）

水
質
項
目

　側溝　　　　河川　　　　湖沼　　　　海域　　　　地下浸透　　　　その他（　　　　　　　　）
　接触ばっ気方式　　　　　長時間ばっ気方式　　　　回転板接触方式　　　　その他（　　　　　　　　）

保守点検日時

人放流先
処理方式

西郷村真船字村火6-1
　20　　年　　月　　日　　AM・PM　　　：　　　

好気性生物反応槽内　溶存酸素量（Do）　

飲み薬の流入状況

流量
調整
装置
循環
装置

各単
位

装置
共通

流量調整瀬尾内の作動・調整状況
流量調整部の水位の状況（定水位・中水位・高水位）

内部装備の変形又は破損状況

空気配管（埋設管）の状況（閉塞・破損・誤配管）

循環装置の作動・調整状況

使用
の

状況

上部
・

本体

管渠
（配
管）

升・蓋

ブロ
ア

空気

上部周辺等の状況、建築物、がけ等の荷重状況
管渠の配管状況（未接合・誤接合）

今回水道メーター（　　　　㎥）・平均流入水量（　　　㎥/日）
流入水量の状況
油脂類の流入状況（少量・多量）
強酸、強アルカリ性物質の流入状況

一
次
処
理
装
置

スカムの生成状況（　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　㎝）

スカムの生成状況（　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　㎝）

沈殿物・閉塞・目詰まりの状況
荒目・細目・微細目　運転電流（　　　Ａ）
運転状況　運転電流（　　　Ａ）

隔壁（仕切板）の状況（短路漏水）

異物等流入状況（　　流入有）
点検口蓋の密閉状況（破損・亀裂、雨水・土砂の流入）
コンクリートスクラブの状況（亀裂・破損）
浄化槽本体の設置状況（変形・破損・漏水・浮上・沈下）
浄化槽本体の水平の保持状況

衛生害虫（カ・ハエ等）の発生状況
臭気の発生状況（微発生・臭気確認・異常臭気）
槽内水のオーバーフロー
水位上昇の痕跡状況
短路水流の形成状況

管渠の破損及び点検口蓋の密閉状況
流入管渠からの雨水・地下水・土砂の流入状況
流入管渠の汚水の流れ方の状況（勾配不良・付着物）
放流管渠の放流水の流れ方の状況（勾配不良・逆流）
ブロアの作動状況　　（No.1    A  ・ No.2     A）
制御・安全機器の作動状況

移送水量　調整前（　　ℓ/分）調整後（　　ℓ/分）バルブ開度（　　％）

循環水量　調整前（　　ℓ/分）調整後（　　ℓ/分）バルブ開度（　　％）

移流口等の状況（閉塞）

移流口等の状況（閉塞）

スクリーン

破砕機

第1室

第2室

ポンプの作動状況　運転電流（No.1    A  ・ No.2     A）

スカム・汚泥の状況　臭気の状況
脱離液の性状
自動制御機器の作動状況

電磁弁の設定（　　　　　　分/回・　　　　　　　回/日）

越流せき（バッフル）の水平・固定状況
汚泥移送装置の作動状況

生物膜の状況

共通

接触
長時
間

ばっ気

担体
流動

ばっ気撹拌・旋回流の状況

活性汚泥の状況
逆洗装置の作動状況
担体（変形・摩耗）及び担体の充填状況
担体の流動状況

結
果

0.正常です。　　1.各種の調整又は処置を実施いたしました。　　2.異常個所の交換、改善を致しました。
3.要観察、次回点検日まで様子を見ます。　　　4.異常個所の交換、改善が必要です。

　国立那須甲子青少年自然の家　キャンプ場

　20　　年　　月　　日　前回の水道メーター（　　　　　　㎥）前回の保守点検年月日
メーカー及び型式 　藤吉工業

一次処理装置流出水の透視度
好気性生物反応層の透視度
処理水の透視度　

源流
放流
ポン
プ 配管及び配線（漏電等）の状況

スカムの生成及び汚泥の蓄積状況

清掃
実施
状況

清掃の必要性（至急　定期清掃）

備考

清掃の実施予定（20　　年　　月）・通知（20　　年　　月　　日）
前回の清掃年月日（　　　年　　月　　日）

スカムの生成及び汚泥の蓄積状況

槽内空気配管及び散気管の状況
泡の発生状況（多い・やや多い）
微小後生動物の増殖状況
接触材の状況（逆洗の実施・未実施）
剥離汚泥の状況

消毒
実施
状況

消毒剤の残留量（　　　　％）・消毒剤の補充量（　　　g）

消毒剤の状況（膨湿潤・閉塞等）
消毒剤と処理水の接触・調整状況

沈殿
槽

処理
水槽

担体（変形・摩耗）及び担体の充填状況
ろ過装置流入部の水位状況

逆洗装置の設定（　　　　分/回・　　　　回/　　　　日）
逆洗排水の性状

生物
ろ過

回転板

逆洗
装置

逆洗装置の作動状況
生物膜の生成状況
回転板の回転状況

好
気
性
生
物
反
応
槽

スカムの生成状況（　　　㎝）・汚泥の蓄積状況（　　　㎝）
移流部の閉塞の有無


